
10月
2022 年

No.241

《特集》 新常務理事夢を語る� ………………………2

事業所だより 〈訪問介護ゆず〉� …………………4

NPO くらしコープ 「生活支援総合窓口に （Ⅰ）」 ……5

よろず相談コーナー （3）� ……………………………6

手話クイズ /共住プロジェクト� ………………………7

理事会委員会サロンサークル地域だより�……………8

つながりのある社会をとりもどすために④�…………10

TOPIC�不動産事業への思い�…………………………11

読書 『きのうを振り返りあしたを見晴るかす』� ……12

清少納言 「井上吉郎さんを偲ぶ」� �

追悼�井上吉郎さん� …………………………………13

20 年誌原稿募集 / 「あるいてます」 水口武夫�……14

絵手紙教室作品集 /編集室の窓� …………………15

10 月カレンダー� ……………………………………16

京都高齢者生活協同組合くらしコープ

★暮らしの助け合いをひろげ、 安心と輝きの高齢社会をつくろう★

目次

　放談
　　　  から 駒　　　に                   

  期待ッ！
「妄想もありか」とお二人の対談（放談？）。

そして「妄想こそが出発点なのかも…」の心境

に至りました。

6 月の総代会で選ばれ、常務理事を受けてい

ただいた新任のお二人。この春、京都エル・コー

プ（＊次㌻に注）の理事を無事退任されたとこ

ろ。事業分野も創立の経過や活動の歴史もまっ

たくちがう…でも地域の住民がつくっている生

協のこれから。

フレッシュなお二人の目で「妄想」を語って

いただきました。

� （文責：編集・赤染益輝）

新常務理事夢を語る
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ん
で
も
ら
え
る
。
ケ
ア
す
る

人
も
喜
ん
で
す
る
。
そ
ん
な

遠
慮
の
い
ら
な
い
関
係
だ
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

★
「
地
域
政
策
」
と
言
っ

て
も
、
あ
ー
こ
ー
言
い
あ
い

な
が
ら
、
個
別
に
は
解
決
で

き
な
い
壁
み
た
い
な
も
の
を

取
り
払
い
た
い
っ
て
こ
と
な

ん
で
す
。

「
エ
ッ
コ
ロ
た
す
け
あ

い
制
度
」
？

✿
エ
ル
・
コ
ー
プ
に
は
、

「
エ
ッ
コ
ロ
た
す
け
あ
い
制

度
」
と
い
う
、
１
０
０
円
出

し
合
う
助
け
合
い
制
度
が
あ

り
ま
し
た
。
「
給
付
」
も
ふ
く

み
、
つ
な
が
り
づ
く
り
に
役

津
々
に
な
り
ま
し
た
。

★
ち
ょ
う
ど
エ
ル
・
コ
ー

プ
の
お
役
目
も
終
わ
っ
て
、

く
ら
し
コ
ー
プ
の
理
事
を
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
。

「
地
域
政
策
っ
て
」
？

―
地
域
づ
く
り
と
か
「
地

域
政
策
」
と
か
言
う
と
、
固

い
印
象
を
を
受
け
ま
す
け
れ

ど
…
。

✿
住
む
人
が
資
源
な
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ケ
ア
し
て
も
ら
う
人
に
喜

て
る
よ
ー
」「
ソ
リ
デ
ー
ル
と

か
、
共
住
と
か
、
よ
ろ
ず
相

談
と
か
」
と
聞
い
て
、
興
味

―
こ
の
度
、
く
ら
し
コ
ー

プ
理
事
に
な
ら
れ
た
き
っ
か

け
は
？

✿
エ
ル
・
コ
ー
プ
理
事
の

こ
ろ
、
今
年
か
ら
理
事
長
に

な
ら
れ
た
新
井
先
生
（
佛
教

大
学
教
授
。
当
時
は
く
ら
し

コ
ー
プ
理
事
）
に
、
学
習
会

の
講
師
を
お
願
い
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ル
・
コ
ー

プ
の
政
策
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
く
ら
し
コ
ー
プ

が
、「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ

＊京都エル・コープ
フルネームは「生活協同組合生活クラブ京都エル・コープ」。

1993 年の設立で昨年末の組合員は 6,538 人、本部：京都市。
生活クラブ（全国組織）は、21 都道府県、32 の地域生

協で組織される生活協同組合。組合員総数は約 42 万人。
生産から廃棄に至るまで安全や健康に配慮した品物の共

同購入活動を通じ、持続可能な生活スタイルを実践、意志
ある生産者など生活クラブとかかわるすべての人々と協力
し、地域や世代をこえ、循環と共生の輪を広げる「ローカ
ルＳＤＧｓ」を推進しています。この取組みによって食（Ｆ）、
エネルギー（Ｅ）、福祉（Ｃ）を自給し循環させるサステイ
ナブルな社会の実現を目指しています。

（京都府生協連合会のホームページなどから）

夢を 

　　    語る

妄想・妄言

木下美紀子さん

高齢者が暮らしやすい社会は様々な世
代にも優しい社会です。組合員が望む地
域社会を協同組合の力でどう作っていけ
るのか、試行錯誤しながら一緒に進めて
いきましょう。様々な経験を積まれた組
合員のみなさんがくらしコープの財産！
組合員が益々活躍できる生協になったら
いいな。� （京都エル・コープ元理事）
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な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
の
き
っ
か
け
が
。

い
ろ
ん
な
関
心
、

い
ろ
ん
な
可
能
性

✿
み
ん
な
い
ろ
ん
な
こ
と

に
関
心
持
っ
て
る
で
し
ょ

が
、
そ
こ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
―
新
し
い
つ

立
て
る
と
い
う
こ
と
で
、
講

座
活
動
「
エ
ッ
コ
ロ
講
座
」、

ひ
ろ
ば
活
動
、
さ
ら
に
は

諸
団
体
と
の
連
携
づ
く
り
に

な
ど
に
も
活
用
し
て
い
ま
し

た
。★

エ
ル
・
コ
ー
プ
は
、
購

買
事
業
が
基
本
に
あ
る
の

で
、
配
達
す
る
職
員
が
毎
週

訪
問
し
て
い
る
の
で
、
結
果

的
に
見
守
り
が
で
き
て
い

る
。
し
か
も
比
較
的
小
さ
な

生
協
な
の
が
逆
に
結
構
な

と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
「
つ
な

が
り
」
と
い
う
む
ず
か
し
い

テ
ー
マ
を
作
る
き
っ
か
け

夢を 

　　    語る

細谷みつ子さん

う
。羅

列
に
な
り
ま
す
け
ど
、

「
コ
ン
ポ
ス
ト
は
段
ボ
ー
ル

で
で
き
る
」
と
か
、
古
紙
回

収
、
ス
マ
ホ
講
座
、
動
画
、

コ
ー
ヒ
ー
講
座
、
防
災
食
づ

く
り
、
シ
ニ
ア
メ
イ
ク
教
室
、

要
約
筆
記
…
（
順
不
同
）
。

★
防
災
は
本
当
に
「
ご
近

所
」
が
大
切
。
な
に
か
あ
っ

た
と
き
、
顔
知
っ
て
い
て
こ

そ
安
否
が
つ
か
め
て
適
切
な

対
応
が
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

✿
お
金
の
こ
と
な
ん
か
も

ね
。
相
続
、
葬
儀
…
。

★
服
づ
く
り
。
デ
ザ
イ
ン

さ
え
あ
れ
ば
、
手
作
り
で
き

る
人
が
い
て
、
ち
ょ
っ
と
お

金
に
な
れ
ば
…
と
か
。

✿
ど
っ
か
行
こ
か
ー
、
と

か
「
あ
ば
れ
ん
坊
」
に
な
ら

な
く
ち
ゃ
。

★
お
弁
当
づ
く
り
、
配
食

…
。✿

自
分
で
は
で
き
な
く
て

も
共
通
の
興
味
・
関
心
が
あ

れ
ば
「
こ
の
指
と
ま
れ
！
」

で
。★

「
妄
想
」
出
し
あ
っ
て

新常務理事

京都エル・コープで福祉に関する学
習会などでお世話になったことがキッ
カケで組合員となりました。住み慣れ
た地域で安心して暮らし続けるための
取り組みを、おおぜいの組合員で展開
していけるよう頑張りたいと思います。

� （京都エル・コープ元理事長）

盛
り
上
が
ろ
う
！

―
き
ょ
う
は
お
い
そ
が
し

い
と
こ
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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介護支援センター

紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられ

るように、一緒に考えてケアプラン（サー

ビス計画書）を作ります。地域の人と住み

慣れた家で生活できるように暮らし丸ごと

支援します。

　　

永井千里笑顔

　「おはようございます。」と元気よく明るい声

で挨拶をしながら利用者さんがおられるところ

まで行き、「お変わりはありませんか？」と伺い、

利用者さんの表情、声のトーン、話し方などで

身体状態を毎回確認していました。整形的な足

の痛みは言っておられましたが、それ以外は大

丈夫でした。それから 1 週間後に突然亡くな

らました。

　びっくりです。唖然としてなかなか受け入れ

ることが出来ませんでした。「100 歳まで生き

る !」と言っておられたのに…。

　いろんな事を教えて頂きました。困ったこと

をおっしゃったこともありましたが、話をして

くださって、中には私が元気にしてもらった言

葉もありました。今思い出せるのは利用者さん

の笑顔だけです。ありがとうございましたと伝

えたいです。

　私たち誰もが元気に過ごしていても明日はど

うなるのかはわかりません。ヘルパーとして介

護保険の枠組みの中で、毎回毎回その時にどの

利用者さんにも笑顔になって頂けるように支援

を行っていましたが、改めてそのことが大切と

思いました。

10 月の事業所だより

きらく庵
デイサービスセンター西陣

家庭的な雰囲気のデイです。スタッフとワイ

ワイにぎやかに過ごすもよし、趣味に没頭する

もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ

かりやりますよ。みんながウキウキわくわくす

る楽しいデイサービスをめざしています。

ゆず
訪問介護

「やっぱり家が一番ええ！」そん

な思いに応えます。経験豊富なヘル

パーが住み慣れた家で毎日過ごせる

ようにお手伝いします。みんなの笑

顔が一番！気持ちに寄りそって、安

心して暮らせるお手伝いをします。
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同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ
を
は

じ
め
、
地
域
の
団
体
・
グ
ル
ー

プ
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

有
償
の
助
け
合
い
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法　

人
設
立
・
認
証

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
）
と
し
て
２０
年

間
、
く
ら
し
の
助
け
合
い
事

業
の
実
績
を
持
つ
「
地
域
の

便
利
屋
」
さ
ん
で
す
。

目
的
（
法
人
の
定
款
よ
り
）

高
齢
者
、
低
額
所
得
者
、

被
災
者
、
障
害
の
あ
る
人
、

子
ど
も
を
養
育
す
る
人
、
学

生
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

生
活
を
直
接
支
援
す
る
事
業

や
必
要
な
支
援
を
斡
旋
す
る

事
業
を
行
う
こ
と

そ
し
て
、
地
域
福
祉
の
増

進
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る

非
営
利
の
法
人
で
す
。

　
　

真
夜
中
に
、
父
親
と
息
子

が
乗
っ
た
車
が
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
親

は
即
死
、
息
子
は
重
症
を
負

い
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ

ま
し
た
。

　
　

そ
の
日
、
当
直
で
泊
ま
り

込
ん
で
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
外

科
医
が
息
子
の
手
術
を
受
け

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
手
術
室
に
入
っ
た

外
科
医
の
言
葉
に
周
囲
は
唖

然
と
し
ま
し
た
…
。

　
　

そ
の
外
科
医
は
患
者
を
見

る
な
り
、
こ
う
叫
ん
だ
の
で

す
。

　

「
こ
っ
、
こ
れ
は
、
私
の
息

子
で
す
！
」

　

さ
て
、
そ
こ
で
問
題
で
す
。

こ
の
外
科
医
は
一
体
、
何
者

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
色
々

NPO法人

くらしコープ
だより

　

〈
新
役
員
＝
前
号
の
つ
づ
き
〉

日
々
新
し
い
学
び
で
す　

 　
　

　

　　

平
成
３１
年
４
月
よ
り
京
都
高

齢
者
生
協
の
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

登
録
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
後
事

務
局
補
佐
、
嘱
託
職
員
と
し
て

務
め
、
昨
年
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

く
ら
し
コ
ー
プ
で
活
動
さ
せ
て

頂
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

接
客
と
販
売
業
に
て
長
年
、

営
業
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
仕
事
＝
活
動
の
内
容
と
質

が
異
な
る
こ
と
に
毎
日
戸
惑
っ

て
い
ま
す
。
誰
の
た
め
、
何
の

た
め
、
何
を
目
指
し
て
働
け
ば

よ
い
か
？
日
々
新
し
い
こ
と
を

学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

話
は
こ
ろ
り
と
変
わ
り
ま
す

が
、
読
者
の
方
々
に
次
の
問
い

か
け
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

生活支援・居住支援
事業専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日　１０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   福尾泰樹
                   福島広志   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
　
ご
相
談
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　 

ご
連
絡
下
さ
い
！

と
創
造
＝
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
真
実
は
一
つ
で
す
。

　

ち
な
み
に
小
学
生
低
学
年
で

は
正
解
率
７０
％
程
で
、
大
人
に

な
っ
て
頭
が
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
正
解
率
は
１０
％

を
切
る
そ
う
で
す
。
さ
て
貴
方

の
頭
は
？

　
　

答
＝
真
実
は
簡
単
に
は

お
応
え
で
き
ま
せ
ん
。
新
生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ

が
軌
道
に
乗
れ
ば
お
応
え
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
す
み
ま
せ
ん
…
。

理事
　福尾泰樹

　

新
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し

コ
ー
プ
の
出
発
に
あ
た
っ

て
、
年
内
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
完
成
し
ま
す
。
今
回
は
そ

の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

地
域
で
共
に
、
安
心
・

く
ら
し
の
助
け
合
い

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー

プ
」
は
、
長
年
の
提
携
団
体

で
あ
る
京
都
高
齢
者
生
活
協

今
年
度
か
ら

生
活
支
援
事
業

の
総
合
窓
口
に　

（
Ⅰ
）
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よろず
　　相談
　　　コーナー
　　　　（第 3回）

どうしたものかとお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。早めの方が良いですよ。専門職（弁護士、

行政書士、社会福祉士）の組合員や、連携している専門職のグループが相談を受けています。

組合員の皆さんが利用できる事業を紹介します！　　　TEL�075-205-5512　

尊厳死宣言って？？

８０代を目前にしてやや体力の衰えが気
になっているＡさんご夫婦。エンディング
ノートの中の、「終末期の医療について」と
いう頁に目がとまりました。死期を延ばす
ためだけの延命治療は如何なものかな？と、
ご夫婦で話し合っていますが、では、具体
的にはどのように自分の意思を表明したら
良いのか、相談がありました。

日本では、いわゆる安楽死は認められて
いませんし、医師は最善の治療に務めなく
てはなりません。知人の公証人は、母親が
不治の病に罹った際、次のような「尊厳死
宣言」を主治医に渡したそうです。拘束は
出来ませんので、医師の判断によるのでしょ
うが、「家族と私の意思です」と。

尊厳死宣言

　１　私の疾病が、担当医を含む２名以上の　

医師によって、現在の医学では不治の状

態に陥り、既に死期が迫っていると診断

された場合は、死期を延ばすためだけの

延命措置は一切行わないで下さい。

　２　しかし、苦痛を和らげる処置は最大限

実施して下さい。

以上、私の要望に従って頂いた行為の一切
の責任は、私自身にあることを附記します。

孤独死への対応（死後の事務手続き）

一人暮らしの高齢者の見守り活動をされている
Ｂさん達のグループがアパートを巡回されると、
異臭が。もしやと思って、家主さんに説明して部
屋を空けてもらうと、高齢者は既に息を引き取っ
ていました。
「保証人は誰になっているの？」「親類はどこ

に？」…警察の協力を得て探しあてた他府県在住
のお姉さんは、「私も高齢で動けないの。そちらで
お願いします」と。たまたま理解のある家主さんで、
死亡届を提出し、火葬・埋葬許可証も発行しても
らって、深草霊園に納骨されたそうです。部屋に
あった遺品の片付けなどもです。

頼るべき親族がいない場合は、生前に信頼でき
る友人や団体に「死後の事務手続き」を依頼して
おく方法があります。くらしコープでも受任して
いるケースがあります。

エンディングノートの活用（財産目録）

子どもさんがいないこともあって人もうらやむ
ほど仲の良いＣさんご夫婦。６０歳代までは、休
みが取れると二人で良く旅行されたそう。お寺を
巡ったり、美術館で絵画などを鑑賞したり…その
後は、その土地の郷土料理に舌鼓。

８０歳になってから少し体調を崩すようにな
り、お互いの気持ちや情報を共有するために、夕
食後エンディングノートとにらめっこをされ、

「備え」にかかっていらっしゃいます。１日１頁
のペースですが、話が弾みますし、お互いに知ら
ないことも出てきました。その一つに、「財産目
録」を作成しているときです…

妻「まだゴルフの会員権持っているの？」、夫「ク
ラブは倉庫に眠ったままだし、振ることも出来な
いしな」妻「処分したら」、夫「そうしようか」

一つ整理が出来ましたとさ。

最
近
の
貴
重
な
相
談
事
例

を
ヒ
ン
ト
に
、
少
し
説
明
等

を
付
け
加
え
て
み
ま
し
た
。

ご
参
考
ま
で
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
利
用

で
き
る
事
業
を
紹
介
し
ま

す
！暮

ら
し
の
中
で
の
困
り
ご

と
、
一
人
で
ど
う
し
た
も
の

か
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。
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屋
を
改
修
し
、
そ
こ
を
提
供
し

よ
う
か
と
。
そ
の
他
に
も
、
共

同
使
用
の
台
所
や
洗
面
台
等
々

も
改
修
し
た
い
と
構
想
は
膨
ら

み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
あ
る
国
際
高

校
か
ら
「
説
明
会
」
を
開
催
し

て
も
ら
え
ま
す
か
と
。
実
は
、

同
校
出
身
の
当
時
高
校
生
で
、

現
在
、
同
志
社
大
学
生
３
人
が

高
齢
者
と
同
居
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
２
人
は
、
今
も
ホ
ー

ム
シ
ェ
ア
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
齢

の
市
民
の
関
心
は
高
い
の
で
す

が
、
京
都
市
内
の
よ
う
に
大
学

が
少
な
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
成
立

件
数
は
一
桁
で
す
。　

　

ど
な
た
か
、
京
田
辺
市
内
で

ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
し
た
い
学
生
さ

ん
を
紹
介
し
て
下
さ
い
～

「手話」クイズ

  ①③ ②

（回答15㌻）

◆
「
合
う
」
の

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

左手人差指の指先
に右手人差指の指
先を上からつけ合
わせる。

右手拳を額に打
ちつける。

鼻にあてた右手
拳を祈るように
して下方へ下ろ
す。

手話　　　サークル

毎月　第 1・第 3・第 5 木曜日 14：00

　本部１階ホール

指
文
字

人差し指と中指を揃え
てのばし、相手を指す。

「Ｈ」

　

京
田
辺
市
が
、
空
き
家
（
室
）

対
策
を
含
め
て
、
高
齢
者
と
若

者
が
助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
「
京
田
辺
ソ
リ
デ
ー
ル
」

事
業
を
始
め
て
４
年
目
に
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
後
、
こ
れ

に
参
加
さ
れ
た
男
子
学
生
と
、

一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
予
備
軍

の
大
家
さ
ん
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

ご
主
人
が
使
っ
て
お
ら
れ
た
部

安心できる市民生活に向けて全力投球！
相続、遺言など暮らしの中での困りごと、

各種書類の作成などお気軽にご相談ください
福島行政書士事務所（京都市北区小山下初音長 24）

 TEL　075（494）0050
 FAX   075（494）0025   
  E-mail:shortstop0213@gmail.com
 月～金　午前９時半～午後５時半

京
田
辺
ソ
リ
デ
ー
ル

事
業

～
７
月
２３
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
の
動
き
か
ら
～

https://kyotoelder.coop/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

で
き
ま
し
た
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理事会
委員会
だより

第
３
回
理
事
会
報
告

　
　

（
８
月
23
日
）

▼
財
務
報
告

・
収
入
全
体

　

７
月
は
前
年
比

８６
・
８
％
。
（
＊
）

４
―
７
月
計
は
同

１
０
７
・
３
％
。

・
居
宅
支
援

７
月
は
前
年
比
79
・
８
％
（
ス

タ
ッ
フ
１
人
減
の
た
め
利
用
者

を
他
の
事
業
所
に
移
動
そ
の
他

の
事
情
）
。

４
―
７
月
計
は
同

９９
・
８
％
。

・
訪
問
介
護

７
月
は
前
年
比
１
０
３
・
２
％

（
新
規
が
５
人
、
終
了
が
１
人

と
入
退
院
で
訪
問
５
時
間
ほ
ど

増
）
。

４
―
７
月
計
は
同
98
・
５
％
。

・
通
所
介
護

７
月
は
前
年
比
１
２
５
・
９
％
。

４
―
７
月
計
は
同

１
５
３
・
３
％
。

(

＊
）
生
活
支
援
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
経
費
全
体

　

夏
季
賞
与
・
社
会
保
険
料
で

２２
千
万
円
、
昨
年
よ
り
２１
万
円

増
加
。
職
員
給
与
が
昨
年
比
増

加
、
非
常
勤
職
員
給
与
：
生
活

支
援
事
業
の
移
管
も
あ
り
８０
万

円
の
減
。

・
事
業
剰
余
金

　

７
月
は
前
年
比
▲
５６
・
８
％
。

４
―
７
月
計
は
同

１
１
１
・
６
％
。

経
常
剰
余
金

　

７
月
は
１６
万
円
の
寄
付
金
が

あ
る
も
▲
１
９
６
万
円
に
対
し

て
借
入
返
済
が
１３
万
円
あ
り
、

差
引
▲
２
０
９
万
４
千
円
。

４
―
７
月
計
は
同

６１
万
８
千
円
の
寄
付
が
あ
り
▲

４２
万
５
千
円
で
前
年
対
比
は

１
９
６
％
の
増
加
。

▼
２０
周
年
記
念
誌
の
発
行

　

１
５
０
０
冊
作
成
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
体
制
は
、
担

当
理
事
・
奥
谷
専
務
、
荒
木
元
理

事
長
、
水
口
前
理
事
長
に
、
協
力
・

赤
染
紫
式
部
編
集
デ
ス
ク
。

環
境
平
和
委
員
会

▶
環
境
平
和
の
つ
ど
い　

８
月
２４
日
３
人

◎
話
題
提
供

⦿
京
大
１
２
５
周
年
記
念
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
座
談
会
に
つ
い
て
。

（
７
月
２４
日
付
京
都
新
聞
報
道
）

⦿
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
に

つ
い
て
。
９５
円
だ
っ
た
も
の
が

１
４
５
円
、
１
９
５
円
だ
っ
た
ほ

う
れ
ん
草
が
２
５
０
円
に
。

⦿
片

野

ふ

く

こ

さ

ん

ら

の
、

[

穎え
い
て
ん展

]

「s
to

p
�th

a
�w

a
r!�

軍
備
で
は
な
く
連
帯
を
」
の
感

想
を
出
し
合
い
、
ヤ
モ
リ
に
つ
い

て
の
話
で
盛
上
り
ま
し
た
。

▶
南
相
馬
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６

月

は

１９

人

か

ら

１
万
９
０
０
０
円

７

月

は

１８

人

か

ら

１
万
８
０
０
０
円

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
累

計
は
３
２
９
万
８
０
０
０
円

に
な
り
ま
し
た
。

福
島
県
双
葉
町
で
全
町
避

難
か
ら
１１
年
半
、
や
っ
と
一

部
で
居
住
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。原

発
推
進
論
者
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
原
発
は
個
人
の
生
活
を

犠
牲
に
し
て
ま
で
進
め
る
も

の
で
は
な
い
。
岸
田
首
相
は

再
稼
働
に
加
え
て
次
世
代
型

の
新
増
設
ま
で
言
い
出
し
ま

し
た
。
人
類
が
作
っ
て
は
い

け
な
い
も
の
な
の
に
。(

稲
葉
）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 26,545 28,447 1,932

経費合計 27,709 29,520 1,811

事業剰余 🔼🔼1,164 🔼🔼1,043 121

経営剰余 🔼🔼834 🔼🔼425 409

第1四半期（4～7月）合計　(千円）

1247人
19998口

人数 口数
加入 1人 5口
増資 6人 21口
脱退 2人 6口
増減 .-1人 20口

組織状況（2022年8月末現在）

組合員総数
出資金残高

8月実績

　御寄付
8 月 11 日～ 9 月 13

　　ありがとう

　　ございました。
　　　深井耀子　藤田春雄

　　　長谷川�暉　�匿名 2 人　�

　　　　（アイウエオ順・敬称略）

　　　　　　5 人様　総額１万 7,000 円

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 7,411 6,279 🔼🔼1,132

経費合計 8,621 8,407 🔼🔼214

事業剰余 🔼🔼1,210 🔼🔼2,128 🔼🔼918

経営剰余 🔼🔼1,166 🔼🔼1,964 🔼🔼798

　　　　　　　7月度経営状況　　　　　(千円）
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め
て
い
ま
す
。
入
居
動
機
は
親

の
方
が
自
分
よ
り
も
早
く
亡
く

な
る
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
自
立

し
た
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
は

「
一
人
で
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
」

を
す
る
よ
り
も
皆
と
交
流
す
る

住
み
方
が
い
い
と
入
居
さ
れ
ま

し
た
。
（
次
号
に
続
く
）

　

地
域
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
共
に

支
え
る
仕
組
み
が
出
来
つ
つ
あ

り
今
年
の
地
蔵
盆
は
「
こ
と
ら

い
ふ
東
寺
」
の
サ
ロ
ン
で
行
い

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

 

（
写
真
）

読
書
サ
ー
ク
ル

▶
９
月
読
書
会

７
日
１
時
半
～
『
二
十
四
の

瞳
』
六
・
七
章

◀
１０
月
読
書
会

５
日

（
水
）
１
時
半
～

壷
井
栄

『
二
十
四
の
瞳
』

八
章
～
読
了
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

１１
月
か
ら
新
し
い
本
に
入

り
ま
す
。
ま
た
、
月
２
回
（
第

１
水
と
第
３
水
）
に
増
や
す

（
１
回
は
名
作
音
読
、
も
う
１

回
は
社
会
問
題
を
検
討
し
ま

す
。

　

読
み
た
い
本
や
テ
ー
マ
、

す
す
め
方
な
ど
ご
意
見
お
寄

せ
下
さ
い
。

サロン
サークル
だより

地域の
たより

映
画
サ
ー
ク
ル　

◀
１０
月
例
会

�

『コ
ー
ダ
あ
い
の
う
た
』

２
０
２
１
年
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ

ン
ス
・
カ
ナ
ダ
合
作
１
１
２
分

１０
月
９
日(

日)

①
１０
時
半
～　

②
１
時
半
～

③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

　

家
族
の
中
で
た
だ
ひ
と
り
耳

の
聞
こ
え
る
少
女
の
勇
気
が
、

家
族
や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
力

に
変
え
て
い
く
姿
を
描
い
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。

　

海
の
町
で
や
さ
し
い
両
親
と

兄
と
暮
ら
す
高
校
生
の
ル
ビ
ー
。

幼
い
頃
か
ら
家
族
の
耳
と
な
っ

た
ル
ビ
ー
は
家
業
の
漁
業
も
毎

日
欠
か
さ
ず
手
伝
っ
て
い
た
。

新
学
期
、
合
唱
ク
ラ
ブ
に
入
部

し
た
ル
ビ
ー
の
歌
の
才
能
に
気

づ
い
た
顧
問
の
先
生
は
、
都
会

の
名
門
音
大
の
受
験
を
強
く
勧

め
る
が
、 

ル
ビ
ー
の
歌
声
が
聞

こ
え
な
い
両
親
は
娘
の
才
能
を

信
じ
ら
れ
ず
に
い
た
。
家
業
の

方
が
大
事
だ
と
大
反
対
す
る
両

親
に
ル
ビ
ー
は
…
。

子
ど
も
食
堂

「
ま
ん
ぷ
く
」

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

▶
８
月
の
報
告

８
月
２７
日
開
催
。
参
加
は
総
勢

９１
人
。

・
子
ど
も
３３
人
（
保
育
園
児

１２
、
小
学
生
１６
、
中
学
生
５
）

・
お
と
な
４３
人
（
保
護
者
１３
、

単
独
３０
）

⦿　

１
時
間
前
か
ら
お
見
え
の

高
齢
の
方
。
「
無
年
金
で
」
…

抱
え
て
い
る
諸
問
題
、
初
参
加

ス
タ
ッ
フ
に
も
話
さ
れ
ま
す
。

⦿　

京
都
府
の
未
就
学
児
図
書

カ
ー
ド
配
布
事
業
。
「
知
ら
な

か
っ
た
。
す
ぐ
申
請
し
ま
す
」

と
い
う
マ
マ
も
何
人
か
。
こ
ん

知
ら
せ
合
い
の
場
に
も
。

⦿　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
、
目
線
を
子
ど
も
た
ち
に

合
わ
せ
た
こ
ま
や
か
な
心
遣
い
。

◀
１０
月

【
第
５４
回
】

１０
月
２２
日(

土)

１５
～
１７
時

く
ら
し
コ
ー
プ
本
部
前

※
お
問
い
合
わ
せ
は
岩
井　

さ
ん
ま
で

(

０
９
０-

３
８
９
４-

２
７
９
９)

こ
と
ら
い
ふ
東
寺

　

グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
「
こ

と
ら
い
ふ
東
寺
」
の
入
居
開

始
以
来
３
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

４
名
が
入
居
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
互
い
の
個
性
を
尊
重

し
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
２４
歳
～
８４
歳
ま
で

の
年
齢
差
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
男
性
の
方
も
お
り
多
士

済
々
の
構
成
で
す
。

　

２４
歳
の
Ｓ
さ
ん
は
発
達
障

が
い
を
抱
え
な
が
ら
月
曜
日

～
金
曜
日
ま
で
毎
日
５
時
３０

分
に
起
床
し
、
久
御
山
町
の

工
場
に
無
遅
刻
無
欠
勤
で
勤
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ア
プ
ラ
ン
作
成
）
の
介
護
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
小
さ
な
事
業
所
で
す

が
、
上
記
の
よ
う
な
事
件
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
く

ら
し
コ
ー
プ
の
介
護
事
業
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

く
ら
し
コ
ー
プ
の
介
護
事
業

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
職
員

の
確
保
が
先
決
で
す
。
組
合

員
の
み
な
さ
ん
、
ご
支
援
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

も
ら
お
う
と
思
っ
て
も
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
い
な
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
支
援
専
門
員
も
い
な
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
京
都
市
内
に
あ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
も
空
き

ベ
ッ
ド
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
介
護
職
員
が
い
な
い
た

め
に
新
規
の
入
居
者
を
入
所

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
施

設
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
私

が
介
護
現
場
に
い
た
２０
年
前

で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
が

来
る
と
は
想
像
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
、
介
護
現
場

は
限
ら
れ
た
専
門
職
員
で
運

営
し
て
い
る
こ
と
が
容
易
に

想
像
で
き
ま
す
。
特
に
コ
ロ

ナ
禍
で
す
の
で
、
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。

コ
ー
プ
の
介
護
事
業
に

ご
支
援
を

く
ら
し
コ
ー
プ
は
、
訪
問

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）、

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）、
居
宅
介
護
支
援
（
ケ

し
た
。
弟
は
脳
梗
塞
の
後
遺

症
で
週
１
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
介

護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
は
兄
の
施
設
入
所

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

受
け
入
れ
施
設
が
見
付
か
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

介
護
支
援
専
門
員
も

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も

私
が
研
究
し
て
い
る
高
齢

者
の
孤
立
死
事
件
も
、
最
近

で
は
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

の
福
祉
関
係
者
が
関
与
し
て

い
て
も
起
き
て
い
ま
す
。
今

回
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
介
護
心
中
が
起
き
て
い

ま
す
。
先
日
、
京
都
市
内
に

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
在
宅
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ヘ

介
護
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ

る
よ
う
に
筆
記
試
験
の
勉
強

や
面
接
の
練
習
を
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し

今
と
な
っ
て
は
、
介
護
福
祉

士
養
成
校
は
激
減
し
、
介
護

現
場
は
介
護
人
材
不
足
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

く
り
返
さ
れ
る
悲
劇

２
０
２
２
年
８
月
３０
日
付

の
「
京
都
新
聞
」
朝
刊
に
、

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
の
住
宅
で

３
人
の
無
理
心
中
の
事
件
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
兄
（
７３

歳
）
と
弟
（
７０
歳
）
の
死
因

は
首
を
絞
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
窒
息
死
で
し
た
。
風

呂
場
で
発
見
さ
れ
た
弟
の

妻
（
４９
歳
）
の
死
因
は
首
の

左
側
と
左
手
首
の
傷
に
よ
る

出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

七
ヶ
浜
町
に
よ
る
と
、
弟

は
２
０
１
４
年
に
、
兄
は

２
０
２
０
年
に
要
介
護
認
定

を
受
け
て
お
り
、
兄
に
は
知

的
障
害
が
あ
り
、
会
話
や
歩

行
が
困
難
で
週
３
回
、
訪
問

看
護
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま

～阿部ひろ江　10 月ライブ予定～
☆直島ライブ☆
２２日（土）１５：００～茶舗「まつしま」にて。
（直島町１０９）元酒屋の町家です。
　投げ銭＋１オーダー
　瀬戸内芸術祭の期間中でもあり、
　ベネッセ美術館などもあります。
　宿泊はモンゴルパオなどあります。
☆絵本「父は空　母は大地」スライドライブ☆　
　29日（土）時間未定
　近鉄「向島」駅北へ 10分「イルチェロ」にて
以上問い合わせは（０７５）４９３－２９８３

介

護

保

険

制

度

が

２
０
０
０
年
に
施
行
し
て
、

も
う
２０
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
現
在
、
介
護
保
険
制

度
施
行
前
の
措
置
制
度
を

知
っ
て
い
る
福
祉
関
係
者
は

少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
ち
ょ
う
ど
措
置
制

度
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
過

渡
期
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
介
護
職
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
介
護

保
険
制
度
創
設
に
よ
り
、
介

護
職
は
人
気
職
種
だ
っ
た
の

で
、
全
国
各
地
で
介
護
福
祉

士
養
成
校
が
雨
後
の
筍
の
よ

う
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

とりもどすために

新井康友
④介護保険 20 年余
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こ
れ
か
ら
は
仲
介
・
売
買
・

管
理
ま
で

こ
の
度
、
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
の
目
度
が
立
ち
ま
し

た
。
宅
建
業
登
録
し
、
直
接

仲
介
・
あ
っ
せ
ん
を
含
む
不

動
産
事
業
と
関
連
事
業
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

年
内
事
業
開
始
を
目
ざ
し

て
た
だ
今
準
備
中
で
す
。
す

で
に
事
前
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

者
協
同
組
合
と
し
て
創
立
し

た
20
年
前
か
ら
衣
・
食
と
と

も
に
「
住
」
も
重
要
な
テ
ー

マ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

学
生
と
高
齢
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ

は
じ
め
に
手
が
着
い
た
の

は
、
学
生
の
街
で
あ
り
か
つ

全
国
有
数
の
高
齢
化
が
す
す

む
京
都
ら
し
い
取
組
み
と
し

て
、
当
初
、
京
都
府
の
肝
入

り
で
は
じ
め
た
ソ
リ
デ
ー
ル

の
取
り
組
み
―
学
生
の
住
ま

い
と
高
齢
者
所
有
の
空
き
部

10月26日（水）
9 ： 00 ～

　　　　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

こ
の
秋
、
高
齢
者
生
協
く

ら
し
コ
ー
プ
の
不
動
産
と
不
動

産
関
連
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
中
心
に
な
っ
て
準
備
を
す

す
め
て
き
た
、
副
理
事
長
の
後

寳
さ
ん
に
、
不
動
産
と
関
連

事
業
へ
の
思
い
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

創
立
以
来
の
重
要
テ
ー
マ

の
一
つ

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
住
む

か
？
ど
ん
な
住
み
方
を
す
る

か
？
は
究
極
の
生
き
方
の
問

題
―
そ
の
人
の
人
生
そ
の
も

の
と
も
言
え
ま
す
。
ま
し
て

高
齢
に
な
る
と
、
余
生
を
送

る
終
の
住
み
家
は
何
と
か
理

想
に
近
い
も
の
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。
で
も
現
実
は

き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

く
ら
し
コ
ー
プ
は
、
高
齢

不
動
産
事
業

への
思
い

屋
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
し
た
。

は
じ
め
に
北
区
で
は
じ
ま

り
、
成
功
例
が
ひ
ろ
が
っ
て
、

今
は
行
政
が
熱
心
な
京
田
辺

市
な
ど
、
府
南
部
で
活
発
で

す
。
利
用
者
相
方
に
評
判
の

い
い
取
り
組
み
で
す
。

居
住
支
援
事
業

一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
の

が
居
住
支
援
事
業
で
す
。
住

ま
い
の
確
保
に
困
っ
て
い
る

方
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
、

①
入
居
前
（
住
ま
い
の
相
談
、

物
件
の
紹
介
、
入
居
契
約
手

続
き
の
支
援
）、
②
入
居
中

（
見
守
り
、
生
活
相
談
）、
③

死
亡
・
退
去
時
（
死
後
の
処

理
、
遺
品
整
理
及
び
処
分
）

と
、
く
ら
し
コ
ー
プ
な
ら
で

は
の
居
住
支
援
事
業
を
こ
な

し
て
き
ま
し
た
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
取
り
扱
い
）
。
た
だ
、
こ

れ
ま
で
不
動
産
取
引
業
の
免

許
が
な
か
っ
た
た
め
、
賃
貸

契
約
や
売
買
と
い
っ
た
直
接

の
仲
介
取
引
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

TOPIC

お問い合わせは、

京都高齢者生協くらしコープ

TEL．075.432.3636

✉：honbu@kyotoelder.coop

後寶三郎
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「
吉
郎
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
」
と
聞
い
た
の
は
８
月
２２

日
の
こ
と
で
し
た
。
戴
い
て

い
た
井
上
吉
郎
著
『
き
の
う

を
振
り
返
り
あ
し
た
を
見
晴

る
か
す
』
の
冊
子
を
読
み
終

え
た
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、
び
っ
く
り
。

ま
た
本
誌
・
紫
式
部

４
月
号
に
も
吉
郎
さ

ん
の
元
気
な
一
文
が

載
っ
て
い
た
の
に
、

と
悔
や
ま
れ
ま
す
。　

「
冊
子
」
に
は
彼
１９

歳
の
１
９
６
４
年
夏
、

植
物
園
前
の
府
立
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
て

い
た
『
第
１０
回
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
』
。
シ
ャ
ワ
ー
の
よ

う
に
落
ち
て
来
た
夕
立
を
も

の
と
も
せ
ず
、
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
西
側
を
仕
切
っ
て
い
る

金
網
に
し
が
み
つ
く
よ
う
に

し
て
参
加
し
て
い
た
。
翌
年
、

大
学
に
入
っ
た
僕
は
、
夏
、

広
島
を
め
ざ
し
、
一
人
で
夜

行
列
車
に
乗
り
ま
し
た
」
と

の
記
録
。
そ
の
時
３３
歳
の
筆

者
も
そ
の
仕
切
り
網
に
へ
ば

り
付
い
て
参
加
し
て
い
ま
し

た
。

そ

の

半

月

後
、

ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
を
開
始

し
た
あ
の
ト
ン
キ

ン
湾
事
件
も
発
生
。

８２
年
、
吉
郎
さ
ん

は
京
都
生
協
に
勤

務
。
日
本
海
で
働

く
漁
船
一
艘
の
魚

穫
を
買
い
上
げ
る

「
か
も
め
直
行
便
企
画
」
は
痛

快
。
そ
の
後
京
都
府
生
協
連

合
会
専
務
理
事
と
し
て
の
手

腕
は
抜
群
。
く
ら
し
コ
ー
プ

が
始
動
す
る
そ
の
前
年
か
ら

「
も
っ
と
京
都
を
知
ろ
う
会
」

と
呼
び
掛
け
て
、
現
れ
た
時

か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。

 

（
荒
）

井
上
吉
郎
さ
ん
を
偲
ぶ

清少納言
百五の段

『
き
の
う
を
振
り
返
り

あ
し
た
を
見
晴
る
か
す
』

８
月
２１
日
、
７７
歳
と
３
日

で
逝
っ
た
井
上
吉
郎
さ
ん
最

後
の
著
書
で
す
―
今
の
と
こ

ろ
。
お
別
れ
会
で
の
相
方
、

池
添
素
さ
ん
の
言
で
は
遺
稿

２
冊
が
出
版
準
備
中
と
の
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
本
書
は
、
評
者
に
は
何
や

ら
、
私
た
ち
時
代
を
併
走
し

た
者
へ
の
遺
言
に
思
え
ま
す
。

結
論
か
ら
言
え
ば
本
書
の

主
旨
は
、
ま
え
が
き
の
〈
「
む

か
し
・
過
去
」
を
振
り
返
り
、

「
い
ま
・
こ
こ
」
を
確
認
し
て

こ
そ
、
「
あ
す
・
未
来
」
を

語
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。〉
に
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
体
の
構
成
は
４
部
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
．
き
の
う
を
振
り
返
り

あ
し
た
を
見
晴
る
か
す

著
者
近
年
の
日
常
の
時
間

と
空
間
の
中
で
遭
遇
し
た
で

き
ご
と
に
つ
い
て
の
感
想
の

中
に
、
鋭
い
批
判
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
き
の

う
と
あ
し
た
、
そ
し
て
今
は
、

「
合
わ
せ
鏡
」
で
あ
る
と
持
論

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
記
憶
に
残
る
日
に
て

歴
史
上
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
、
い
く
つ
か
の
日
々
―
終

戦
そ
し
て
著
者
の
誕
生
が
夏

の
終
り
だ
っ
た
た
め
か
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
夏
場

に
片
寄
っ
て
い
ま
す
が
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
近
・
現
代

史
上
の
日
々
が
著
者
な
ら
で

は
の
視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。
秋
～
春
編
が

未
稿
で
、
遺
稿
の
中
に
入
っ

て
る
い
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
が
、
あ
る
い
は
「
自

分
た
ち
で
補
え
」
と
、
私
た

ち
に
課
題
と
し
て
残
し
て

い
っ
た
の
か
。

Ⅲ
．
読
書
新
生

１６
冊
つ
い
て
の
書
評
で
す
。

パ
ッ
と
見
た
と
こ
ろ
昭
和

人
の
言
わ
ば
必
読
書
の
印
象

を
受
け
ま
す
。
評
者
は
ほ
と

ん
ど
読
ん
で
い
な
い
本
で
す

が
、
一
念
発
起
、
１
冊
で
も

２
冊
で
も
、
後
を
追
っ
て
生

涯
学
習
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ⅳ
．
人
間
の
選
択
と
戦
争

人
類
普
遍
の
真
理
に
つ
い

て
。
選
ぶ
側
だ
け
で
な
く
選

ば
れ
る
側
と
し
て
体
験
し

た
、
誰
に
で
も
は
語
れ
な
い

経
験
―
、
選
択
を
あ
や
ま
る

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
き

着
く
先
に
待
っ
て
い
る
か
も

知
れ
な
い
戦
争
。
誰
も
が
直

接
読
ん
で
、
各
自
が
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
故
人
か

ら
の
大
き
な
宿
題
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。（
回
遊
魚
）

 

読
書
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実寸は2.4㎝です

　

東
か
ら
梅
の
香
り
が
流
れ

て
来
ま
し
た
。
こ
っ
ち
へ
来

い
っ
て
誘
っ
て
く
れ
て
い
る

の
か
な
。
で
は
行
き
ま
し
ょ

う
。
肥
前(

ひ
ぜ
ん)

の
国

か
ら
真
っ
直
ぐ
東
へ
。
四
国

を
通
っ
て
鳴
門
を
越
え
て
は

や
大
和(

や
ま
と)

。
豊(

と

よ)

葦
原(

あ
し
は
ら)

の
瑞

穂(

み
ず
ほ)

の
国(

く
に)

。

優
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
、

さ
や
さ
や
と
ゆ
れ
て
い
る
の

は
、
豊
か
に
実
っ
た
イ
ネ
の

穂
波(

ほ
な
み)

。
あ
あ
す
ご

い
。
田
ん
ぼ
っ
て
こ
ん
な
美

し
い
も
の
だ
っ
た
ん
だ
。

う
れ
し
い
。

　

　　

突
然
現
れ
た
の
は
、
稗
田

(

ひ
え
だ)

の
赤
穂(

あ
か

ほ)

。
「
お
う
。
お
イ
ネ
の
姉

ち
ゃ
ん
。
好
い
時
に

来
た
も
ん
だ
。
カ
ネ
に
な
る

ぜ
。
こ
れ
か
ら
は
な
」
。 

 
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の

雑
草
お
イ
ネ
の
里
帰
り

❼　

豊
芦
原
の
瑞
穂
の　

　
　

国
は
、　

井
上
吉
郎
さ
ん

参
り
ま
し
た
。 

 
秋
元
秀
夫

親
し
み
を
込
め
て
吉
郎
さ

ん
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ほ
ど
幅
広

い
分
野
に
交
友
関
係
を
持
つ

人
は
稀
で
あ
る
。
学
生
時
代
、

出
版
の
仕
事
、
生
協
の
仕
事
、

そ
し
て
三
度
の
京
都
市
長
選

挙
へ
の
挑
戦
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
繋
が
っ
た
多
く
の
人
に

声
を
か
け
高
齢
者
協
同
組
合

設
立
に
尽
力
し
た
。
余
人
を

も
っ
て
替
え
難
い
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
た
。
大
感

謝
。
し
か
し
、
設
立
後
は
運

営
の
中
心
に
座
る
こ
と
な
く

一
歩
退
き
、
側
面
か
ら
支
え

見
守
っ
て
来
ら
れ
た
。

創
立
当
時
の
準
備
事
務
所

の
会
合
で
吉
郎
さ
ん
が
激
怒

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
吉

ち
ゃ
ん
の
仕
事
起
こ
し
だ
、

協
力
し
て
く
れ
！
』
と
言
っ

て
回
っ
た
人
が
い
た
。『
そ
れ

は
違
う
だ
ろ
う
！
』
と
激
怒

し
た
の
で
あ
る
。　

市
長
選
挙
の
候
補
者
に

な
っ
た
時
、
京
都
府
生
協
連

合
会
専
務
理
事
と
い
う
役
職

を
自
ら
辞
し
安
全
地
帯
か
ら

の
立
候
補
を
排
除
し
た
。
こ

こ
か
ら
先
は
全
身
全
霊
を
尽

く
し
て
、
よ
り
良
い
京
都
市

政
の
実
現
に
邁
進
し
よ
う
と

覚
悟
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

脳
幹
梗
塞
に
よ
る
不
自
由

な
身
体
を
お
し
て
無
言
宣
伝

に
取
り
組
み
社
会
変
革
へ
の

希
望
を
持
ち
続
け
、
最
後
の

最
後
ま
で
戦
い
抜
く
見
事
な

生
き
ざ
ま
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
。参

り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
く
れ
る
！

�

「
無
言
有
音
」

 

赤
染
益
輝

吉
郎
さ
ん
、
つ
い
に
お
別

れ
の
時
が
来
た
の
で
す
ね
。

私
に
は
不
死
鳥
に
思
わ
れ
た

吉
ツ
ァ
ン
で
し
た
の
に
。

学
生
時
代
、
出
版
社
時
代
、

生
協
職
員
・
役
員
時
代
、
市

長
選
挙
・
住
民
運
動
時
代
、

障
が
い
者
運
動
・
福
祉
活
動

時
代
と
フ
ェ
イ
ズ
を
変
え
な

が
ら
も
、
休
み
な
く
闘
い
続

け
て
き
た
吉
ツ
ァ
ン
。
世
の

不
条
理
・
理
不
尽
と
闘
い
な

が
ら
も
常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
、
一
見
、
荒
唐
無
稽
に

思
え
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
は
不
思
議
に
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

吉
郎
人
生
最
大
の
山
場
は
、

三
回
挑
戦
し
た
京
都
市
長
選

挙
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
夢

は
現
実
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
吉
ツ
ァ
ン
が
市
長

に
な
っ
た
ら
、
君
は
渉
外
担

当
を
や
る
ん
だ
、
僕
は
広
報

室
長
を
引
き
受
け
る
！
と
、

井
上
市
政
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
半
生
を
か
け
る
覚
悟
を

し
ま
し
た
。
自
ら
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
で
、
回
り
の
み
ん

な
も
一
歩
踏
み
出
さ
ざ
る
を

得
な
く
す
る
―
こ
れ
ぞ
究
極

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
と
受
け

止
め
た
も
の
で
し
た
。

多
く
を
語
る
時
間
は
無
く

な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
今

日
明
日
最
大
の
問
題
は
、
現

役
の
執
筆
者
と
編
集
者
と
し

て
の
問
題
で
す
。
吉
ツ
ァ
ン

の
誘
い
で
私
は
京
都
高
齢
者

協
同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ
に

加
入
、
今
で
は
機
関
誌
紫
式

部
の
、
編
集
デ
ス
ク
で
す
。

二
ヶ
月
に
一
回
寄
稿
し
て

も
ら
っ
て
い
る
連
載
『
無
言

有3

音
』
は
ど
う
な
る
の
で
す

か
？
『
無
言
無3

音
』
に
し
て

し
ま
う
の
で
す
か
！
私
か
ら

伺
っ
て
天
空
の
書
斎
の
前
で

待
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
吉
ツ
ァ
ン
の

原
稿
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
助
言
し
て
く

れ
な
く
て
は
困
り
ま
す
。

追
悼
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〔
思
い
出
の
記
事
・
作
品
〕

紫
式
部
で
印
象
に
残
っ
た
記

事
・
連
載
、
作
品
等
。

〔
本
の
題
名
〕
そ
の
他
装
丁

ア
イ
デ
ア
も
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
。

②
日
程

〆
切
：
１１
月
１５
日
、

完
成
：
２
０
２
３
年
３
月

末
予
定

③
そ
の
他
お
願
い
す
る
点

文
章
は
８
０
０
字
程
度
ま
で
。

編
集
委
員
会
で
、
意
図
を

尊
重
し
つ
つ
圧
縮
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
題
名
等

お
ま
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

④
編
集
委
員
会

担
当
役
員
・
奥
谷
専
務
理
事

編
集
長
・
水
口
前
理
事
長

編
集
顧
問
・
荒
木
元
理
事
長

編
集
デ
ス
ク
・
赤
染
紫
式
部

デ
ス
ク

⑤
入
稿
方
法

持
ち
込
み
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。

郵
送
い
た
だ
く
場
合
は
ご

報
告
下
さ
い
。
返
信
用
封
筒

と
原
稿
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
０
７
５-

４
３
２-
３
６
３
６

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

10 月 26 日（水）
9 ： 00 ～

　　　　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組

合
く
ら
し
コ
ー
プ
は
今
年
４

月
、
創
立
２０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

２０
周
年
記
念
誌
を
刊
行
し
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
下
さ
い
。

①
原
稿
は
文
章
そ
の
他
多
様
な

作
品
を
歓
迎
し
ま
す
。

〔
文
章
〕
思
い
出
話
・
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
秘
話
。
こ
れ
か
ら

に
期
待
す
る
こ
と
、
事
業
へ

の
ア
イ
デ
ア
等
々
。

〔
文
芸
作
品
〕
詩
歌
類
、
絵

画
・
書
道
・
写
真
、
記
念
歌

な
ど
な
ど
。

み
な
さ
ん
！
こ
ん
に
ち

は
！　

６
月
の
総
代
会
ま
で

３
代
目
理
事
長
を
仰
せ
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
水
口
武
夫

で
す
。

２
月
の
１０
日
か
ら

急
に
病
を
得
ま
し
て
、

最
後
ま
で
そ
の
任
を

果
た
せ
な
か
っ
た
こ

と
が
悔
や
ま
れ
、
ま

た
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を

お

か

け

し

て

し

ま
っ
た
こ
と
を
先
ず

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

折
角
頂
い
た
ペ
ー
ジ
、
本

当
な
ら
「
肝
臓
が
ん
寛
解
」

の
お
知
ら
せ
が
出
来
た
ら
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
そ
こ
ま
で
は
回
復
し
て

い
ま
せ
ん
。
今
し
ば
ら
く
は

療
養
生
活
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
時
は
も
う
駄

目
か
も
し
れ
な
い
と
周
り
に

心
配
を
か
け
て
い
た
こ
と
を

思
え
ば
、
今
の
状
態
は
す
こ

ぶ
る
元
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。
１
日
６
０
０
０
歩
の
歩

行
と
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
の
指

導
に
よ
る
筋
ト
レ
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
、

色
ん
な
活
動
へ
の
復
帰
は
難

し
い
で
す
が
、
映
画
サ
ー
ク

ル
だ
け
は
再
開
し
ま
し
た
。

徐
々
に
増
や
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
剪
定
を
中
心

と
し
た
ワ
ー
カ
ー
復
帰

は
難
し
か
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「
元
気
な

高
齢
者
」
と
は
言
い
難

い
で
す
か
ら
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
が
近

況
で
す
。
色
々
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
皆
さ
ん

に
、
ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

（
写
真
は
府
立
植
物
園
で
）

「
寛
解
」
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
毎
日
筋
ト
レ
・
６
０
０
０

歩
あ
る
い
て
ま
す

  

水
口
武
夫

２０
年
誌
原
稿
募
集
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絵手紙教室

　

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
①
番
で
す
。

①
合
う
。

②
し
ま
っ
た
。

③
失
敗
。

　

◆
編
集
室
の
窓
◆

　

思
い
が
け
な
い
出
来
ご
と
続

き
の
夏
の
終
り
で
し
た
◆
９６
歳

の
連
合
王
国
女
王
は
、
１
世
代

先
輩
。
天
寿
、
大
往
生
で
し
ょ

う
。
「
国
葬
」
は
伝
統
に
基
い

た
も
の
で
す
ね
◆
私
よ
り
１
つ

上
の
井
上
吉
郎
さ
ん
に
つ
い
て

は
別
途
綴
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
（
１３
㌻
）
。
「
お
別
れ
の
会
」

は
井
上
さ
ん
ら
し
い
、
「
仲
間

葬
」
と
う
い
う
べ
き
心
暖
ま
る

も
の
で
し
た
（
く
ら
し
コ
ー
プ

も
供
花
）
◆
志
半
ば
で
不
慮
の

死
を
遂
げ
た
安
倍
元
首
相
も
し

め
や
か
に
「
家
族
葬
」
が
済
ま

さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
◆

と
こ
ろ
が
ど
こ
か
の
国
の
「
国

葬
儀
」
さ
わ
ぎ
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
無
視
し
た
い
―
し
た
い

け
れ
ど
、
天
引
き
で
香
典
を

と
ら
れ
る
の
は
無
視
で
き
ま

せ
ん
。
◆
ａ
u
は
１
人
当
り

２
０
０
円
返
す
と
言
っ
て
い
ま

す
。
国
葬
儀
費
用
の
税
金
（
赤

ち
ゃ
ん
を
含
め
て
１
人
平
均
数

十
円
？
）
返
し
て
も
ら
い
ま
す

か
ら
ね　

。 

（
赤
染
益
輝
）

【
お
わ
び
】
９
月
号
に
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
山
本
さ
ん
の
表
紙

の
お
名
前
が
ま
ち
が
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
山
本
洋
一
さ

ん
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

発　行　　2022 年 10 月 1 日

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
　〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

　🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ info@k-coop.jp

  郵便振替　00910-2-234479

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

https://kyotoelder.coop/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

で
き
ま
し
た
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読
書
会
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手
話
サ
ー
ク
ル

14
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0
手
話
サ
ー
ク
ル

14
:3
0
書
道
教
室

14
:0
0
絵
手
紙
教
室

13
:3
0
マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

13
：
30

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

13
:3
0
マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

13
:3
0
マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

9:
00

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
本
部
出
発

13
:3
0
住
ま
い
相
談

13
:3
0
環
境
平
和
の
つ
ど
い

【
お
米
配
達
】

19
:0
0
き
ら
く
に
歌
お
う
会

15
：
00
子
ど
も
食
堂「
ま
ん
ぷ
く
」

　
　（
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
）

映
画
サ
ー
ク
ル

『
コ
ー
ダ
あ
い
の
う
た
』

10
:3
0/
13
:3
0/
18
:5
0

�
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ

『
紫
式
部
』
2
0
2
2
年

1
0
月
号

【
10
月
予
定
に
つ
い
て
】

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
最
終
決
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